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眠りの深さや状態を在宅で定量的に評価 
睡眠計「スリープスキャン（ＳＬ－５０１）」を開発 

徳島県美馬市にモニター導入 

 
 

２０１０年４月６日 
株式会社タニタ 

 
健康をはかるリーディングカンパニーである株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１

４－２、社長・谷田千里）は、眠りの状態を定量的に評価して表示する睡眠計「スリープ

スキャン（ＳＬ－５０１）」を開発、５月に発売します。医療機関で一般的に行われている

睡眠ポリグラフによる判定結果と相関性の高いアルゴリズムと、これにさまざまな情報か

ら確立した指標を加え、点数による総合評価を行えるようにしたのが特徴です。すでに立

山システム研究所（富山県富山市桜橋通り３－１、社長・水口勝史）を通じ、徳島県美馬

市でモニター導入が決まりました。 
 
不眠症など睡眠障害にかかわる問題がクローズアップされていますが、スリープスキャン

を使えば睡眠の過不足やリズムを在宅でも簡単にチェックすることが可能になり、健康管

理に反映できるようになるとみています。価格は３万６７５０円（消費税込み）。一般だけ

でなく、睡眠外来のある医療機関や介護施設、運輸業界など向けに、初年度１万台の販売

を計画しています。 
 
スリープスキャンは計測ユニットとセンサーマットが一体となった構造になっています。

これを寝具の下に敷き、横になって就寝するだけで簡単に計測できます。身体を拘束した

り多数の電極を取り付けたりする必要がなく、リラックスした状態で計測できるため対象

者に負荷がかかりません。 
 
具体的にはマットに組み込んであるセンサーが脈拍数、呼吸数、体動を検出し、ＳＤメモ

リーカードに記録します。これをパソコンに差し込み、専用のアプリケーションで解析し

睡眠の深さを４段階のステージグラフで表示します。さらに睡眠時間や寝つき時間、途中

で目覚めた回数などの情報から、睡眠の状態を定量的に評価する睡眠点数を算出します。

このほか計測日時の記録を睡眠日誌としてグラフ化し、睡眠習慣の時間的傾向を把握する

ことができます。 



日本では現在、５人に１人が何らかの形で睡眠にかかわる悩みを抱えるといわれています。

ただ、これら睡眠障害の検査は対象者に対し身体的・金銭的な負担を強いているのが実情

で、対応が思うように進んでいないといわれています。このためまず検査に入る前段階と

して、睡眠の状態を医療機関や事業所あるいは在宅で、簡単にかつ安価に利用できチェッ

クできる機器が求められていました。 
 
 
 

 

スリープスキャンを使った睡眠計測のイメージ 
※実際に計測する際にはセンサーマットは寝具の下に敷きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



睡眠計「スリープスキャン（ＳＬ－５０１）」の製品仕様 
製品名（型番） 睡眠計スリープスキャン（ＳＬ－５０１） 

一般的名称 体動センサー 

サイズ Ｄ３１４×Ｗ８６３×Ｈ２６ｍｍ 

重量 約１．３ｋｇ 

センサーの機構 コンデンサマイクロフォン方式 

センサーマット内容物 精製水（防腐剤添加）５００ｍｌ 

記録メディア ＳＤメモリーカードまたはＳＤＨＣメモリーカード 

信号方式 圧力変化検知機構 

対象年齢 １０才以上 

計測可能マット厚 約２０ｃｍ 

最大計測時間 ２４時間 

最小計測時間 １時間 

使用温度範囲 ５－３５℃ ５－６０％ＲＨ 

定格電圧/電流（本体） ＤＣ７Ｖ/１．７Ａ 

定格電圧/電流（付属ＡＣ

アダプター） 

ＡＣ１００Ｖ ５０－６０ＨＺ/０．２９Ａ（センタープラス） 

本体表示項目（時計） 計測開始からの時間 １－２３時間５９分（時：分） 

医療機器届出番号 ０５Ｂ１Ｘ００００１０００００１ 

医療機器のクラス分類 一般医療機器 クラスⅠ 

価格 ３万６７５０円（消費税込み） 

 
 
報道資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざ

まな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承下さい。 


